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平成２９年度  学校関係者評価報告書 
 

大阪市立平野西小学校 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

２ 年度目標ごとの評価 
 

年度目標：【視点 子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】 

全市共通目標 

○ 平成２９年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて解消した割合を９５％以上に

する。[前年度：９３％]→ 今年度：９９％ 

○ 平成２９年度の小学校学力経年調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目につ

いて、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える児童の割合を８５％以上にする。     

[前年度：８１％] → 今年度：８２％ 

○ 平成２９年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数を前年度より減少させる。             

[前年度：１] → 今年度：０ ％ 

○ 平成２９年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少させる。      

[前年度：１．１３％（７名）] → 今年度：０．１６％ 

学校園の年度目標 

① 平成２９年度末の校内アンケートにおける「学校に行くのが楽しい」の項目について、「とてもそ

う 思 う （ だ い た い そ う 思 う ）」 と 答 え る 児 童 の 割 合 を ８ ６ ％ 以 上 に す る 。             

[前年度：８４％] →今年度：８０％ 

② 平成２９年度末の校内アンケートにおける「自分からすすんであいさつをしている」「人の話を聞

けている」「学校のルールやマナーを守っている」の各項目について、「とてもそう思う（だいたい

そう思う）」と答える児童の割合を８６％以上にする。[前年度：「あいさつ」７７％、「人 の 話」

８５％、「ル ー ル」８５％]→今年度：「あいさつ」７９％、「人 の 話」８３％、「ル ー ル」８３％ 

③ 平成２９年度末の校内アンケート（保護者）における「学校は、ＰＴＡや地域、校外の人材・団体

と連携し合って教育活動を進めている」の項目について、「たいへんそう思う（だいたいそう思う）」

と答える保護者の割合を９０％以上にする。 [前年度：８８％] →今年度：８５％ 

○ 達成状況の評価に関しては、概ね妥当である。 

 本年度は、「あひるの力」を重点とした生活指導によって、学習ルールを守る児童が前年度より

も多くなり、学校全体が落ち着きを取り戻したことや、授業にゲストティーチャーや専門家の支援

を受け入れるなど、開かれた教育活動も実践できていることが評価できる。 

年度目標：【視点 心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

全市共通目標 

○ 平成２９年度の小学校学力経年調査における標準化得点を、前年度より向上させる。                                 

[前年度：９５] → 今年度：９５％ 

○ 平成２９年度の小学校学力経年調査における正答率５割４分以下の児童を同一の母集団で比較し、

いずれの学年も前年度より１ポイント減少させる。 

前 年 度  ３年 ４年 ５年 ６年 

児童の割合（％）  １２ １４ １７ ２２ 

今 年 度 ３年 ４年 ５年 ６年  

児童の割合（％） １３ １３ ２６ ４  

本年度の自己評価結果は概ね妥当である。 

 運営に関する計画の最終評価や児童・保護者アンケートの結果から、学校が子どもたち一人ひとり

にあった教育活動を進めていることがわかる。 



 

○ 平成２９年度の小学校学力経年調査における正答率７割５分以上の児童を同一の母集団で比較し、

いずれの学年も前年度より２ポイント増加させる。 

前 年 度  ３年 ４年 ５年 ６年 

児童の割合（％）  ５０ ５４ ４２ ５０ 

今 年 度 ３年 ４年 ５年 ６年  

児童の割合（％） ５１ ４５ ４０ ６１  

 

○ 平成２９年度の小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を、

前年度より増加させる。   [前年度：６１％] → 今年度：６２％ 

○ 平成２９年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査において、特に課題であるシャトルランの平均

の記録を、前年度より１０ポイント向上させる。 

[前〃年度：男子 46 回・女子 33 回][前年度：男子 26 回・女子 22 回]今年度：男子 58 回女子 39 回 

学校園の年度目標 

① 平成２９年度末の校内アンケートにおける「学校の勉強がよくわかる」の項目について、「とても

そう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を８７％以上にする。                           

[前年度：８５％] →今年度：８１％ 

② 平成２９年度末の校内アンケートにおける「運動場でよくあそんでいる」の項目について、「とて

もそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を７１％以上にする。                           

[前年度：６８％]→今年度：７１％ 

③ 平成２９年度において、医療機関を受診した校内での事故の件数と、全児童による欠席総日数を、

前年度より減少させる。[前年度：６８件／3,873 日]→今年度 64 件/3282 日（2 月 22 日現在） 

○ 達成状況の評価に関しては、概ね妥当である。 

小学校学力経年調査において、第 6学年に関しては正答率が全体的に前年度よりも上昇している

点は評価できる。一方で第 3、4 学年の正答率を上昇させることが今後の課題である。全国体力・

運動能力運動習慣調査において、シャトルランの記録が大幅に向上した。運動場でよく遊んでいる

割合が上昇したことと一定の相関性が認められる。外遊びを推進し、体力作りの指導を徹底したこ

とは評価できる。 

年度目標：【視点 その他】 

① 平成２９年度末の校内アンケート（保護者）における「学校は、子ども達にわかりやすい授業づく

りに努めている」の項目について、「たいへんそう思う（だいたいそう思う）」と答える保護者の割

合を、前年度より増加させる。 [前年度：８７％]  → 今年度：８７％ 

② 今年度末の校内アンケート（保護者）における「学校への満足度」の項目について、「たいへん満足

している（だいたい満足している）」と答える保護者の割合を、前年度より増加させる。        

[前年度：８７％] → 今年度：９２％ 

○ 達成状況の評価に関しては、概ね妥当である。 

校内アンケート（保護者）における「学校への満足度」の項目について、「たいへん満足している（だ 

いたい満足している）」と答える保護者の割合が増加している点は評価できるが、95%を超えていないた

め、引き続き努力を要する。また、子ども達にわかりやすい授業づくりについて、前年度と変わらない

ため、引き続き研究授業等の研修を通して、わかりやすい授業づくりに励む必要がある。 

３ 今後の学校運営についての意見 

 

 

 

 

年６回実施の土曜授業や運動会等、開かれた学校づくりを推進していることは評価できる。また、生 

活指導面での取り組みも評価できる。次年度以降も引き続き、今年度同様に学習面、生活指導面ともに

取組みを継続していただきたい。 

 


